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選択的オートファジーはタンパク質凝集体や感染病原菌、不良ミトコンドリアな
どを選択的に分解に導くシステムとして細胞内の恒常性維持に寄与することが近年
明らかとなってきた。私たちは線虫 C. elegans を用いた解析から、受精卵において
侵入した精子核近傍にオートファゴソームが形成され、精子から持ち込まれた父
性オルガネラ（ミトコンドリアや MOs と呼ばれる精子特異的リソソーム様オルガ
ネラ）が選択的に分解される現象を見出し、allogeneic (non-self) organelle autophagy: 
allophagy と命名した。また、このオートファジーによる父性ミトコンドリアの分解は、
これまで謎であったミトコンドリア DNA の母性遺伝のメカニズムであることも示し
た（Sato&Sato, 2011）。

さらに私たちは allophagy に関与する因子の探索から新規因子 ALLO-1 を同定し、
ALLO-1 がオートファジーアダプターとして働くことを見出している。本研究では
ALLO-1 の詳細な機能解析を行い、父性オルガネラを特異的に認識する分子メカニズ
ムを解明する。
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